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特別記事

特
別
記
事

吉
田
博
司
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
吉
田
博
司
君
が
博
士
（
法
学
）

文
は
『
近
代
日
本
の
政
治
精
神
』

学
位
を
請
求
す
る
た
め
に
提
出
し
た
論

で
あ
る
．

1
　
本
論
文
の
構
成

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

第
－
部

　
序
章

第
一
章

第
二
章

近
代
日
本
と
国
体

　
上
杉
慎
吉
の
生
涯
活
動
と
基
本
テ
ー
マ

一
　
生
い
た
ち
と
略
歴

二
　
基
本
テ
ー
マ
と
「
国
家
」

　
国
家
法
人
説
排
斥
と
国
体
論

一
　
宗
教
的
天
皇
絶
対
観

二
　
民
衆
の
政
治
参
加
へ
の
敵
意

三
　
国
家
法
人
説
排
斥
の
論
理

　
立
憲
主
義
観
の
転
換

一
　
国
家
法
人
説
と
立
憲
主
義

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
皿
部

二
　
上
杉
慎
吉
の
国
家
法
人
説
・
天
皇
機
関
説

三
　
立
憲
主
義
観
の
構
造
と
問
題

四
　
立
憲
主
義
観
の
転
換
と
国
家
法
人
説
排
斥

　
政
党
政
治
化
状
況
へ
の
対
抗
と
関
与

一
　
第
一
次
憲
政
擁
護
運
動
へ
の
対
抗
－
桐
花
会
の
結
成

二
　
寺
内
超
然
内
閣
へ
の
期
待
と
挫
折

三
　
第
二
次
憲
政
擁
護
運
動
前
後
へ
の
対
応

　
反
民
主
主
義
論
の
構
造
と
展
開

一
　
議
会
機
関
説
の
排
斥

二
　
民
本
主
義
論
（
天
皇
親
政
論
）

三
　
民
意
論

　
普
通
選
挙
論
と
そ
の
周
辺

一
　
普
通
選
挙
論
の
論
理

二
　
民
意
・
政
党
・
議
会
を
め
ぐ
る
反
民
主
主
義
的
精
神

　
帝
国
主
義
論
と
挙
国
一
致
論

一
　
屈
辱
外
交
批
判
と
帝
国
主
義
的
膨
張
論

二
　
帝
国
主
義
の
大
義
と
日
米
衝
突
必
至
論

三
　
頽
廃
の
現
状
認
識

四
　
挙
国
哺
致
の
政
治
構
想

　
残
響
－
国
体
明
徴
運
動

一
　
国
体
明
徴
論
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
特
性

二
　
美
濃
部
学
説
排
撃
の
心
理
的
基
底

全
体
性
の
神
話
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第
八
章

　
　
　
一

　
　
　
二

　
　
　
三

　
　
　
四

第
九
章

　
　
　
一

　
　
　
二

　
　
　
三

第
一
〇
章

　
　
　
一

　
　
　
二

　
　
　
三

第
一
一
章

　
　
　
一

　
　
　
二

あ
と
が
き

国
家
社
会
主
義
の
源
流
－
山
路
愛
山

　
在
野
的
文
人
の
誕
生

　
山
路
愛
山
の
普
通
選
挙
論

　
山
路
愛
山
の
資
本
主
義
社
会
批
判

　
山
路
愛
山
の
国
家
社
会
主
義

新
人
会
の
精
神
像

　
新
人
会
の
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
近
代
日
本
の
歴
史
的
外
傷

　
社
会
運
動
思
想
の
心
理
的
両
面
性

　
昭
和
維
新
の
精
神
的
背
景
－
血
盟
団
事
件
の
場
合

　
パ
1
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
関
係

　
井
上
日
召
の
生
活
史
と
思
想

　
小
沼
正
の
生
活
史
と
思
想

　
コ
モ
ン
セ
ソ
ス
の
自
由
主
義
ー
議
会
政
治
危
機
の
時
代

の
馬
場
恒
吾

　
憲
政
常
道
時
代
の
評
論

　
挙
国
一
致
内
閣
時
代
の
評
論

皿
　
本
論
文
の
概
要

　
本
論
文
は
近
代
日
本
の
政
治
精
神
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
論
者
は

近
代
日
本
の
国
体
思
想
、
社
会
主
義
思
想
、
昭
和
維
新
論
、
挙
国
一
致
論

を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
が
日
本
固
有
の
歴
史
的
、
社
会
的
、
心
理
的
条
件

の
下
に
形
成
さ
れ
た
過
程
を
考
察
し
て
い
る
．
こ
れ
ら
の
思
想
、
主
張
に

は
個
人
の
理
性
、
責
任
あ
る
自
由
、
議
会
制
民
主
主
義
に
背
を
向
け
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
所
以
を
心
理
と
論
理
に
お
い
て
内
面
か
ら
理
解

し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

　
本
書
の
主
要
部
分
を
占
め
る
「
第
－
部
　
近
代
日
本
と
国
体
」
は
明
治

憲
法
体
制
下
の
憲
法
学
者
上
杉
慎
吉
の
国
体
論
を
と
り
あ
げ
、
「
第
H
部

全
体
性
の
神
話
」
に
お
い
て
は
社
会
主
義
思
想
、
昭
和
維
新
論
、
挙
国
一

致
論
を
対
象
と
し
、
い
ず
れ
も
思
想
の
論
理
の
根
底
で
あ
る
精
神
的
基
底

に
光
を
当
て
て
い
る
。

　
論
者
は
主
と
し
て
K
・
R
・
ポ
ッ
パ
ー
（
国
勇
●
u
o
署
＆
の
「
閉
じ

た
社
会
」
か
ら
「
開
か
れ
た
社
会
』
へ
と
い
う
歴
史
的
哲
学
的
概
念
に
依

拠
し
、
近
代
日
本
の
政
治
精
神
を
解
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
本
の
近

代
史
を
封
建
的
身
分
秩
序
に
よ
り
固
定
さ
れ
た
「
閉
じ
た
社
会
」
か
ら
、

社
会
変
動
と
競
争
を
常
態
と
す
る
「
開
か
れ
た
社
会
」
へ
の
移
行
期
と
し
、

こ
の
間
に
個
人
は
全
体
的
社
会
に
埋
没
し
た
状
態
か
ら
理
性
と
責
任
を
負

う
主
体
に
転
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
伝
統
的
・
有
機

的
階
級
社
会
か
ら
解
放
さ
れ
た
個
人
は
．
自
由
と
自
立
に
伴
う
不
安
か
ら

「
自
由
へ
の
絶
え
間
な
い
反
逆
（
冨
3
目
芭
器
ぎ
騨
轟
鉱
房
蔑
お
①
含
。
舅
）
」

的
心
理
・
精
神
に
陥
り
が
ち
で
あ
っ
た
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
近
代
日
本

人
は
競
争
と
変
化
を
原
則
と
す
る
「
開
か
れ
た
社
会
」
を
切
り
開
く
た
め

に
不
可
欠
な
理
性
と
自
立
の
確
立
を
促
進
す
る
の
で
は
な
く
、
競
争
と
変

化
か
ら
堅
く
守
ら
れ
た
「
閉
じ
た
社
会
」
に
お
け
る
依
存
的
自
我
へ
と
退

行
し
た
。
こ
の
依
存
的
自
我
の
向
う
と
こ
ろ
は
天
皇
へ
の
忠
誠
を
中
心
と
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す
る
国
体
論
、
天
皇
絶
対
論
、
国
家
法
人
論
排
撃
、
国
体
明
徴
論
で
あ
る
。

　
元
来
、
日
本
人
は
生
け
る
人
格
と
し
て
の
特
定
人
を
も
っ
と
も
尊
い
も

の
と
み
な
す
思
惟
方
法
を
有
し
、
そ
の
点
か
ら
日
本
社
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ

1
の
最
頂
点
に
位
置
す
る
個
人
を
絶
対
神
聖
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ

に
天
皇
崇
拝
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
中
村
元
の
理
論
で
あ
る
。

論
者
は
こ
の
中
村
理
論
に
依
拠
し
、
具
体
的
な
人
格
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
伝

統
的
思
惟
と
尊
皇
思
想
が
近
代
日
本
の
生
ん
だ
個
人
化
の
不
安
か
ら
の
逃

避
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
結
晶
し
た
と
す
る
。
国
体
思
想
は
昭
和
戦
前

期
に
お
い
て
強
力
な
教
義
と
な
っ
た
が
、
「
思
想
は
あ
る
社
会
集
団
の
強

力
な
心
理
的
要
求
に
鷹
え
る
と
き
に
は
じ
め
て
歴
史
に
お
け
る
強
い
力
と

な
る
』
（
宰
帥
魯
年
。
目
窮
）
の
で
あ
る
．
国
体
思
想
は
個
人
化
の
不
安
に

お
の
の
く
社
会
集
団
の
強
い
支
持
を
得
な
け
れ
ぽ
支
配
的
イ
デ
オ
・
ギ
ー

と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。

　
以
上
は
『
近
代
日
本
の
政
治
精
神
』
の
論
者
の
視
角
で
あ
る
．
か
か
る

視
点
か
ら
分
析
さ
れ
た
上
杉
慎
吉
の
国
体
思
想
と
そ
れ
に
関
連
す
る
非
個

人
主
義
的
思
想
運
動
を
以
下
に
紹
介
す
る
．

　
第
－
部
は
先
述
の
ご
と
く
上
杉
慎
吉
の
国
体
論
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

従
来
の
上
杉
研
究
は
国
家
法
人
説
・
天
皇
機
関
説
排
撃
に
つ
い
て
の
憲
法

思
想
、
国
家
思
想
に
着
目
・
限
定
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
本
論
文
は
よ
り
幅
広
い
政
論
と
政
治
的
活
動
を
分
析
視
野
に

入
れ
、
上
杉
の
思
想
の
総
合
的
理
解
と
そ
の
論
理
の
背
景
を
な
し
た
精
神

的
基
底
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
上
杉
慎
吉
の
思
想
の
基
本
テ
ー
マ
は
国
家
の
輩
固
さ
と
歴
史
の
同
｝
性

を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
体
論
は
そ
の
中
核
的
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。
そ
も
そ
も
上
杉
が
国
家
の
輩
固
さ
と
歴
史
の
同
一
性
を
基
本
テ
ー
マ

に
し
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と
彼
自
身
が
感
じ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
近
代
日
本
は
四
民
平
等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
社
会
秩
序
が

転
倒
、
混
乱
し
、
ホ
ッ
ブ
ス
の
所
謂
「
万
人
の
万
人
に
対
す
る
争
闘
」
に

似
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
野
夫
の
子
で
も
学
校
を
出
れ
ば
奏
任
官
に

な
り
、
機
会
に
当
た
れ
ば
万
金
を
得
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
に
近
代
日
本
を
難
じ
た
文
言
の
中
に
平
等
、
能

力
本
位
、
流
動
と
競
争
の
新
社
会
に
直
面
し
て
落
ち
着
き
を
失
っ
て
い
る

上
杉
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
変
動
を
怖
れ
る
上
杉
は
そ
の
反
措
定

と
し
て
、
こ
こ
に
国
体
論
を
唱
え
た
。
そ
の
国
体
論
は
、
二
柱
の
神
が
国

土
と
最
初
の
統
治
者
を
生
ん
だ
と
い
う
仮
構
と
、
天
照
大
神
の
吾
子
孫
可

王
之
地
也
と
い
う
詔
の
仮
構
か
ら
な
る
建
国
神
話
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の

政
治
神
話
は
．
統
治
者
の
正
統
性
は
出
生
と
い
う
自
然
の
秩
序
の
中
に
あ

り
、
争
奪
・
纂
奪
と
い
う
人
為
の
論
理
の
彼
岸
に
あ
る
と
す
る
。
天
皇
は

不
可
侵
で
あ
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
そ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
が
非
科
学
的
で

あ
る
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
が
一
定
の
期
間
、
国
民
的
教

義
に
な
り
得
た
の
は
次
の
理
由
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
支
配
、
被
支
配
の
い

ず
れ
の
側
に
立
と
う
と
、
国
家
社
会
変
動
を
怖
れ
る
者
に
と
っ
て
は
、
か

か
る
言
説
が
変
動
を
防
止
し
得
る
頼
り
甲
斐
の
あ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
国
体
論
は
、
不
安
に
お
の
の
く

者
に
と
り
利
と
理
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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上
杉
は
元
来
、
天
皇
の
絶
対
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
．

初
期
の
憲
法
学
に
お
い
て
は
国
家
法
人
説
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
そ
れ

ゆ
え
に
君
主
専
横
の
可
能
性
を
普
遍
的
な
も
の
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

思
想
に
矛
盾
を
含
ん
で
い
た
。
し
か
し
西
欧
留
学
中
、
上
杉
は
「
我
国
体

ノ
万
国
無
比
ナ
ル
ヲ
感
シ
」
、
「
別
人
』
と
な
っ
て
帰
朝
し
た
と
述
懐
す
る
。

加
え
て
、
万
国
無
比
の
国
体
と
は
天
皇
即
ち
国
家
で
あ
り
、
天
皇
へ
の
忠

誠
と
国
家
へ
の
愛
は
一
致
し
、
天
皇
の
利
益
と
人
民
全
般
の
利
益
が
建
国

以
来
合
致
し
て
離
れ
ず
、
天
皇
が
専
制
す
る
こ
と
は
人
民
に
悪
い
感
じ
を

生
じ
さ
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
国
体
観
に
立
脚
し

た
上
杉
は
、
君
主
専
横
の
可
能
性
を
普
遍
的
な
も
の
と
す
る
留
学
前
の
認

識
を
棄
て
、
天
皇
は
国
家
や
国
民
利
益
と
一
体
の
も
の
と
考
え
る
よ
う
に

な
る
。
か
か
る
認
識
の
転
換
は
上
杉
の
立
憲
主
義
観
を
も
変
化
さ
せ
る
．

留
学
以
前
の
上
杉
は
、
憲
法
を
も
っ
て
近
代
立
憲
君
主
国
に
お
け
る
最
高

意
思
と
し
．
そ
れ
に
よ
っ
て
君
主
専
横
を
防
制
節
御
す
る
と
い
う
立
憲
主

義
を
受
容
し
て
い
た
が
、
万
国
無
比
の
国
体
観
に
転
じ
た
留
学
後
の
上
杉

は
か
よ
う
な
立
憲
主
義
を
放
棄
す
る
。
上
杉
は
憲
法
を
天
皇
意
思
の
下
位

に
置
き
．
天
皇
は
憲
法
を
変
更
で
き
る
と
し
、
ま
た
欧
州
諸
国
の
憲
法
は

君
主
の
権
力
を
束
縛
す
る
縄
で
あ
る
が
、
日
本
の
憲
法
は
天
皇
が
統
治
権

を
行
使
す
る
武
器
で
あ
る
と
立
憲
主
義
の
読
み
換
え
を
し
た
．
か
く
し
て

万
国
無
比
の
国
体
論
は
、
天
皇
と
国
家
を
区
別
、
分
離
し
君
主
専
横
を
防

制
節
御
す
る
と
い
う
立
憲
主
義
に
も
と
ず
く
国
家
法
人
説
・
君
主
機
関
説

と
相
容
れ
ず
、
そ
れ
ら
を
排
斥
す
る
。

　
天
皇
即
ち
国
家
で
あ
り
、
天
皇
は
絶
対
で
あ
る
と
す
る
国
体
論
は
、
議

会
制
度
を
君
主
か
ら
独
立
し
た
国
家
機
関
と
す
る
国
家
法
人
説
を
受
け
容

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
杉
は
議
会
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
天
皇
の
意
志

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
機
関
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
の
も
天
皇
の

便
宜
次
第
と
し
た
。
要
す
る
に
議
会
は
日
本
に
と
っ
て
必
要
根
本
機
関
で

は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
皇
は
文
字
通
り
絶
対
で
あ
り
、
憲
法
、
議

会
は
天
皇
の
便
宜
次
第
と
い
う
国
体
論
は
、
変
動
常
な
き
近
代
日
本
に
あ

っ
て
不
安
感
に
悩
む
日
本
人
に
と
り
精
神
的
拠
り
所
で
あ
っ
た
。

　
万
国
無
比
の
国
体
思
想
に
確
信
を
抱
い
て
欧
州
よ
り
帰
国
し
た
上
杉
は
、

現
実
の
日
本
政
治
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
。
た
と
え
ぽ
第
十
一
回
総

選
挙
（
明
治
四
十
五
年
五
月
十
五
日
）
に
お
い
て
与
党
政
友
会
が
絶
対
過

半
数
の
二
一
四
名
（
総
議
席
三
八
一
）
を
獲
得
し
た
時
、
新
聞
紙
面
に
は

憲
政
有
終
の
美
は
党
の
議
会
に
過
半
数
を
占
む
る
に
依
っ
て
成
る
と
い
う

言
説
に
よ
り
賑
わ
う
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
上
杉
は
、
も
し
政
党

政
治
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
立
憲
の
根
本
義
に
惇
逆
す
る
と
強
く

警
戒
し
た
．
ま
た
第
一
次
憲
政
擁
護
・
閥
族
打
破
運
動
の
結
果
、
第
三
次

桂
太
郎
内
閣
が
崩
壊
（
大
正
元
年
十
二
月
十
九
日
）
し
た
が
、
こ
の
事
件

に
対
し
上
杉
は
、
こ
れ
は
ま
さ
に
政
党
政
治
で
あ
り
、
こ
れ
を
看
過
す
れ

ば
国
体
は
倒
壊
す
る
と
論
難
し
た
。
こ
う
し
た
上
杉
の
政
党
政
治
批
判
は

国
民
の
政
治
参
加
に
対
す
る
敵
意
の
現
わ
れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
り
も

な
お
さ
ず
国
家
の
輩
固
さ
と
歴
史
の
同
一
性
を
脅
か
す
も
の
へ
の
反
発
で

あ
る
。
な
お
こ
こ
で
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
国
民
の
政
治
参
加
に
敵
意
を

示
し
つ
づ
け
た
上
杉
は
大
正
中
期
に
普
通
選
挙
論
を
主
張
し
、
年
来
の
持

論
に
修
正
を
加
え
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
英
米
勢
力
の
増
大
を
懸
念
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し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
国
民
の
再
統
合
の
必
要
性
を
感
じ
、
「
政
治
上

の
国
民
総
動
員
」
の
手
段
と
し
て
普
通
選
挙
論
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
っ

た
。
「
非
常
の
時
に
は
非
常
の
事
を
為
」
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
上
杉
は
民
主
主
義
の
形
式
事
実
は
容
認
す
る
が
、
国
民

の
自
由
な
意
思
形
成
、
意
思
決
定
権
を
認
め
、
そ
の
実
質
的
な
政
治
参
加

を
支
持
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
に
お
い
て

日
本
国
民
が
一
身
を
鋒
鏑
に
か
け
て
顧
み
な
か
っ
た
の
は
貧
乏
人
の
子
だ

か
ら
で
あ
り
、
日
本
人
は
貧
乏
人
が
擁
護
し
た
国
家
で
あ
る
と
言
い
切
っ

た
が
、
こ
の
貧
し
き
大
衆
の
積
極
的
主
体
的
政
治
参
加
は
忌
避
し
つ
づ
け

た
。
万
世
一
系
の
天
皇
が
親
政
す
る
と
い
う
国
体
論
の
根
本
を
い
さ
さ
か

で
も
動
揺
さ
せ
る
民
主
主
義
政
治
は
上
杉
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。　

国
家
の
輩
固
さ
と
歴
史
の
同
一
性
は
第
輔
次
大
戦
後
の
世
界
と
日
本
の

変
動
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
根
本
を
、
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。
大
戦
後
の
日
本
は

「
国
威
地
に
堕
ち
て
存
亡
目
前
に
迫
」
っ
て
い
る
と
上
杉
に
は
思
わ
れ
た
。

具
体
的
に
は
山
東
問
題
、
人
種
平
等
問
題
に
お
け
る
日
本
外
交
は
日
本
側

の
譲
歩
と
退
却
の
連
続
で
あ
る
と
映
じ
た
。
上
杉
は
改
め
て
開
国
以
来
の

日
本
の
「
屈
辱
迎
合
」
の
外
交
を
ふ
り
返
り
、
「
東
洋
の
一
小
島
」
日
本

と
い
う
劣
等
感
に
悩
み
．
同
時
に
、
そ
れ
に
圧
倒
さ
れ
ま
い
と
す
る
「
大

日
本
人
」
の
偲
傲
意
識
の
虜
に
な
る
と
い
う
ア
ン
ビ
バ
レ
ソ
ス
に
陥
る
の

で
あ
っ
た
。
上
杉
の
小
国
意
識
は
大
国
意
識
、
帝
国
主
義
的
膨
張
政
策
を

唱
え
さ
せ
、
偲
傲
意
識
は
西
洋
化
を
排
し
、
国
粋
を
鼓
吹
す
る
が
、
両
者

と
も
に
彼
の
劣
等
意
識
、
歴
史
同
一
性
へ
の
不
安
感
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
．
ま
た
、
上
杉
は
山
東
問
題
を
め
ぐ
る
中
国
内
で
の
排
日
運
動
に

対
し
．
力
の
政
策
を
主
張
す
る
が
．
そ
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
大
戦
を
機

に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
へ
の
干
渉
・
進
出
甚
し
い
米
国
と
の
衝
突
必
至

論
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
米
戦
争
は
白
色
人
種
を
代
表
す
る
米
国
と
有
色
人

種
の
代
表
日
本
と
の
人
種
戦
争
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
か
か
る
人
種
戦
争
は

有
色
人
種
解
放
と
い
う
日
本
の
大
使
命
を
実
現
す
る
場
で
あ
り
、
永
久
平

和
を
も
た
ら
す
「
世
界
史
最
後
の
大
戦
争
」
で
あ
る
と
い
う
。
国
家
の
翠

固
さ
と
歴
史
の
同
一
性
を
基
本
テ
ー
マ
と
す
る
上
杉
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う

に
世
界
の
大
国
と
の
決
戦
を
説
く
の
は
不
合
理
き
わ
ま
る
が
、
劣
等
感
と

偲
傲
意
識
の
両
面
感
情
の
格
闘
の
末
、
「
大
日
本
人
」
の
偲
傲
意
識
が
あ

ら
ゆ
る
劣
等
意
識
を
駆
逐
し
、
世
界
史
最
後
の
決
戦
を
鼓
吹
す
る
に
至
ら

し
め
た
の
で
あ
る
。

　
日
米
衝
突
必
至
論
を
主
張
す
る
上
杉
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
挙

国
的
政
治
構
想
を
提
示
す
る
。
具
体
的
に
は
、
国
家
権
力
の
干
渉
に
よ
り

反
国
体
思
想
を
淘
汰
し
た
上
で
の
挙
国
一
心
論
、
人
の
和
と
組
織
化
の
必

要
を
訴
え
る
挙
国
動
員
論
、
義
勇
軍
制
と
学
校
の
兵
営
化
を
提
唱
す
る
挙

国
皆
兵
論
、
小
資
本
を
合
同
し
て
大
資
本
た
ら
し
め
ん
と
す
る
挙
国
経
済

論
、
一
個
の
民
族
は
歴
史
・
風
俗
・
習
慣
・
思
想
・
伝
説
を
共
有
す
る
一

個
の
生
命
体
と
す
る
挙
国
鳳
民
論
、
政
党
政
治
に
反
対
し
て
超
然
た
る
大

権
中
心
政
治
を
主
張
す
る
政
治
刷
新
論
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
一

瞥
し
た
だ
け
で
全
体
主
義
的
で
あ
る
と
指
摘
で
ぎ
る
。
し
か
し
，
こ
の
挙

国
的
政
治
構
想
論
の
全
体
主
義
的
主
張
は
、
先
述
の
「
世
界
史
上
最
後
の
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大
戦
争
」
論
と
共
に
国
家
社
会
変
動
に
物
怖
じ
し
て
い
る
上
杉
の
閉
じ
た

精
神
状
況
の
表
現
で
あ
る
．

　
第
六
十
七
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
美
濃
部
達
吉
の
憲
法
学
説
が
国
体
に

反
す
る
も
の
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
は
岡
田
啓
介
内
閣
下
の
政

治
・
社
会
的
事
件
と
な
っ
た
（
昭
和
十
年
）
。
美
濃
部
は
国
家
を
統
治
権

の
主
体
と
し
、
天
皇
を
国
家
に
意
思
を
供
給
す
る
機
関
と
し
た
。
こ
の
統

治
権
国
家
主
体
説
に
よ
る
と
、
国
家
目
的
の
為
に
せ
ざ
る
君
主
は
国
家
の

機
関
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
君
主
放
伐
の
革
命
思

想
が
生
じ
得
る
。
こ
れ
は
国
体
論
者
に
と
り
、
国
家
の
奮
固
さ
と
歴
史
の

同
一
性
の
危
機
で
あ
っ
た
。
岡
田
内
閣
は
二
回
に
わ
た
り
”
国
体
明
徴
”

の
声
明
を
発
表
し
、
美
濃
部
学
説
を
は
じ
め
と
す
る
自
由
主
義
諸
思
潮
は

閉
塞
の
時
代
を
迎
え
る
。
上
杉
の
国
体
論
の
残
照
で
あ
る
．

　
以
上
、
第
－
部
を
紹
介
し
た
。

　
第
n
部
は
、
国
体
思
想
以
外
の
近
代
日
本
の
反
資
本
主
義
思
想
、
反
政

党
思
想
を
“
全
体
性
の
神
話
”
と
し
て
考
察
し
て
い
る
．
山
路
愛
山
の
社

会
主
義
思
想
、
新
人
会
の
社
会
思
想
運
動
、
血
盟
団
員
の
昭
和
維
新
の
思

想
が
そ
れ
で
あ
り
、
併
せ
て
政
党
政
治
擁
護
者
で
あ
っ
た
馬
場
恒
吾
の
主

張
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
反
政
党
思
想
を
逆
照
射
し
て
い
る
。
山
路

愛
山
、
新
人
会
に
結
集
し
た
東
京
帝
国
大
学
学
生
、
血
盟
団
の
井
上
日
召
、

小
沼
正
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
氏
育
ち
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
経
済
価
値
を
軽

視
し
政
治
価
値
を
重
視
す
る
政
治
青
年
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
た
。
彼

ら
は
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
伴
な
い
拾
頭
、
成
長
す
る
資
本
家
や
財

閥
の
悪
弊
に
対
し
倫
理
道
徳
的
批
判
を
加
え
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
と
結

合
す
る
も
の
と
し
て
政
党
政
治
を
否
定
し
た
。

　
旧
幕
臣
の
子
弟
で
あ
る
山
路
愛
山
に
は
、
武
士
階
級
特
有
の
愚
民
観
、

「
町
人
を
人
間
並
に
思
わ
ぬ
』
と
す
る
賎
商
意
識
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
彼

の
根
底
に
あ
る
も
の
は
伝
統
的
価
値
観
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
山
路
が
唱

え
た
普
通
選
挙
論
は
政
治
的
平
等
の
立
場
か
ら
の
主
張
で
は
な
い
。
富
豪

勢
力
の
議
会
浸
透
を
制
御
す
る
目
的
か
ら
唱
え
ら
れ
た
。
山
路
の
賎
商
意

識
は
治
者
の
座
に
富
豪
が
接
近
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
山
路
は
社
会
主
義
を
主
張
す
る
が
、
そ
の
思
想
は
労
働
者
の
解
放
や

人
間
平
等
の
理
念
に
発
す
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
を
大
金
持
と
貧
乏
人

に
分
裂
さ
せ
、
両
者
を
共
に
堕
落
さ
せ
る
資
本
主
義
社
会
へ
の
批
判
で
あ

っ
た
．
そ
こ
に
は
古
い
価
値
観
に
基
づ
く
儒
教
的
禁
欲
主
義
が
あ
る
が
、

同
時
に
大
金
持
が
国
家
社
会
の
優
者
に
な
る
こ
と
へ
の
嫌
悪
感
が
あ
っ
た
．

山
路
は
武
士
階
級
か
ら
の
治
者
の
場
を
奪
っ
た
藩
閥
政
府
及
び
今
後
藩
閥

か
ら
治
者
の
場
を
奪
お
う
と
す
る
富
豪
に
対
し
、
敵
意
を
隠
そ
う
と
し
な

か
っ
た
。
治
者
の
場
が
徳
川
幕
府
か
ら
薩
長
に
移
っ
た
こ
と
は
ま
だ
我
慢

が
で
き
た
。
し
か
し
「
富
豪
俗
漢
の
手
に
帰
す
る
に
至
っ
て
は
、
我
等
な

ど
は
是
非
反
旗
を
翻
」
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
ま
で
極
言
し
た
．
こ
こ
に
儒

教
的
賎
商
意
識
と
同
時
に
、
か
つ
て
の
治
者
で
あ
っ
た
武
士
階
級
を
権
力

の
座
か
ら
ま
す
ま
す
遠
ざ
け
る
富
豪
、
資
本
家
へ
の
敵
意
が
あ
る
．
こ
の

敵
意
は
近
代
日
本
の
社
会
変
動
に
対
す
る
敵
意
で
も
あ
る
．

　
東
京
帝
国
大
学
の
学
生
か
ら
な
る
新
人
会
員
も
ま
た
、
経
済
価
値
よ
り

政
治
価
値
を
重
視
す
る
日
本
の
伝
統
的
価
値
観
を
強
く
継
承
し
つ
つ
、
社

会
改
造
の
思
想
と
運
動
に
着
手
し
た
。
そ
の
当
時
、
す
な
わ
ち
大
正
中
頃
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は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
高
揚
、
・
シ
ア
革
命
、
世
界
改
造
気
運
、
米
騒

動
、
社
会
問
題
の
籏
生
と
い
う
大
変
動
期
で
あ
っ
た
．
こ
の
渦
中
に
あ
っ

た
新
人
会
員
は
国
家
社
会
に
お
い
て
露
わ
に
な
っ
た
矛
盾
に
対
す
る
義
憤

か
ら
人
道
的
情
熱
を
も
っ
て
改
造
運
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
が
、
よ
り

重
要
な
こ
と
は
か
か
る
社
会
運
動
は
彼
ら
に
と
り
、
ま
さ
に
「
自
分
自
身

の
問
題
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
黄
金
万
能

時
代
と
い
わ
れ
る
日
本
の
中
で
新
人
会
員
は
、
資
本
家
、
成
金
の
前
に
政

治
家
、
宗
教
家
、
教
育
家
、
官
僚
も
脆
く
風
潮
に
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
1
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
資
本
主
義
社
会
の
悪
弊
を
断
ち
、

新
国
家
社
会
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
社
会
思
想
運
動
の
中
に
自
己
固
有
の

行
き
方
を
確
立
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
新
人
会
員
の
社
会
思
想
運
動
に
は

二
面
性
が
あ
っ
た
。
一
面
に
お
い
て
個
人
の
自
由
、
解
放
、
創
造
性
を
強

調
す
る
個
人
主
義
的
精
神
と
、
他
面
に
お
い
て
彼
ら
が
喪
失
し
、
あ
る
い

は
喪
失
し
つ
つ
あ
る
過
去
の
自
我
の
安
定
母
胎
で
あ
る
共
同
体
へ
の
追
慕

と
い
う
全
体
主
義
的
精
神
で
あ
っ
た
。
旧
時
代
に
生
ま
れ
育
ち
、
新
思
想

を
浴
び
て
成
長
し
た
新
人
会
員
は
い
わ
ば
両
棲
類
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
む

ろ
ん
伝
統
的
価
値
観
を
頑
固
に
墨
守
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
新
時

代
の
精
神
を
十
分
に
消
化
す
る
余
裕
も
な
か
っ
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

期
に
お
い
て
は
近
代
思
想
の
チ
ャ
ソ
ピ
オ
ン
と
し
て
全
体
主
義
を
批
判
し

た
が
、
昭
和
の
戦
中
期
に
お
い
て
全
体
主
義
と
同
伴
し
、
そ
の
旗
手
と
な

る
者
も
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
昭
和
維
新
と
い
わ
れ
る
暗
殺
、
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
と
、
そ
れ
を
精
神
的

に
支
持
す
る
思
想
が
盤
露
し
た
時
代
は
血
盟
団
事
件
に
始
ま
る
。
井
上
目

召
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
血
盟
団
員
は
元
老
、
重
臣
、
政
党
・
財
閥
の
リ
ー

ダ
1
の
暗
殺
を
計
画
し
、
そ
の
一
部
を
実
行
し
た
。
小
沼
正
は
井
上
を
師

と
す
る
だ
け
で
な
く
「
御
父
様
」
と
仰
ぎ
、
暗
殺
を
実
行
し
た
人
物
で
あ

る
。
日
本
人
は
一
般
に
人
の
寛
容
に
依
拠
し
、
そ
の
寛
容
を
前
提
と
す
る

依
存
欲
求
が
強
い
が
、
井
上
、
小
沼
に
は
と
り
わ
け
こ
の
欲
求
が
目
立
っ

た
。
両
者
は
父
母
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
関
係
に
お
い
て
も
甘

え
の
形
成
に
失
敗
し
た
．
父
（
母
）
、
社
会
と
一
体
的
関
係
を
結
べ
な
か
っ

た
彼
ら
は
、
日
本
の
共
同
体
社
会
を
崩
壊
さ
せ
、
競
争
と
対
立
を
激
化
さ

せ
て
い
る
支
配
階
級
を
打
倒
し
、
日
本
社
会
の
一
体
性
を
回
復
す
る
こ
と

は
自
己
の
内
的
存
在
感
と
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
支
配
階
級
で
あ
る
元

老
、
重
臣
、
政
党
・
財
閥
の
リ
ー
ダ
ー
達
こ
そ
目
本
社
会
の
共
同
性
、
一

体
性
を
阻
害
し
て
い
る
も
の
と
し
て
排
除
さ
る
べ
き
対
象
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
馬
場
恒
吾
は
、
戦
前
の
代
表
的
な
自
由
主
義
者
で
あ
る
。
彼
は
憲
政
常

道
時
代
に
は
政
治
上
の
自
由
主
義
的
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
、
党
首
に
負
わ

さ
れ
る
莫
大
な
政
治
資
金
調
達
問
題
・
金
の
か
か
る
選
挙
、
熾
烈
な
政
権

欲
等
は
「
政
治
上
の
資
本
主
義
」
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
政
党
政
治
を
崩

壊
さ
せ
る
と
予
言
し
た
。
ま
た
五
・
一
五
事
件
後
の
革
新
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

陣
営
の
強
力
内
閣
待
望
論
の
声
援
の
下
に
成
立
し
た
挙
国
一
致
内
閣
に
対

し
て
は
、
国
民
的
支
持
を
得
て
い
な
い
も
の
に
、
な
ん
の
「
強
力
を
期
待

し
得
ら
れ
や
う
ぞ
」
と
き
め
つ
け
た
。
日
中
戦
争
後
の
目
本
は
非
常
時
か

ら
戦
時
に
転
換
し
、
政
党
は
自
ら
解
党
を
急
ぎ
、
新
体
制
運
動
、
大
政
翼

賛
会
へ
と
な
だ
れ
込
み
、
消
滅
し
た
。
こ
の
時
、
馬
場
は
か
く
も
政
党
が
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無
力
で
あ
っ
た
の
は
．
日
本
人
に
官
尊
民
卑
の
思
想
が
抜
け
切
っ
て
い
な

い
こ
と
と
政
党
に
「
自
ら
立
つ
力
が
な
い
か
ら
、
風
が
な
く
と
も
倒
れ
る
」

の
で
あ
る
と
失
望
を
露
わ
に
し
た
。
全
体
（
国
家
）
と
一
致
の
名
に
よ
り

個
人
主
義
を
断
罪
す
る
近
代
日
本
の
政
治
精
神
は
、
馬
場
の
リ
ベ
ラ
ル
な

政
治
理
性
を
押
し
倒
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
第
n
部
の
紹
介
で
あ
る
。

皿
　
本
論
文
の
評
価

　
近
代
日
本
の
国
体
思
想
や
そ
の
他
の
国
家
主
義
諸
思
想
は
、
い
ず
れ
も

全
体
的
価
値
や
国
論
の
統
合
を
優
先
す
る
と
い
う
伝
統
的
思
惟
に
偏
り
、

個
人
主
義
的
自
由
、
議
会
制
民
主
主
義
を
軽
視
し
て
い
た
。
本
論
文
は
こ

の
点
を
心
理
と
倫
理
の
面
に
お
い
て
内
側
か
ら
理
解
し
よ
う
と
努
め
た
も

の
で
あ
る
。
以
下
、
本
論
文
の
独
自
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
第
一
に
論
者
の
卓
越
し
た
創
見
を
挙
げ
た
い
。
本
論
文
に
明
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
研
究
の
方
法
と
し
て
は
ポ
ッ
パ
ー
（
界
罰
℃
。
箸
＆
の

歴
史
哲
学
、
ベ
ラ
ー
（
罰
客
閃
亀
導
）
の
社
会
学
的
概
念
、
フ
・
ム

（
宰
一
畠
孚
。
ヨ
目
）
、
土
居
健
郎
等
の
心
理
学
的
概
念
を
援
用
し
て
い
る
。

な
か
で
も
既
述
の
ご
と
く
ポ
ッ
パ
ー
の
「
閉
じ
た
社
会
」
と
「
開
か
れ
た

社
会
」
の
概
念
に
基
本
的
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
わ
ら

ず
，
近
代
日
本
の
歴
史
的
、
政
治
的
、
社
会
的
条
件
の
特
殊
性
を
知
悉
し

た
論
者
は
各
所
に
独
創
的
見
解
を
示
し
て
い
る
．
た
と
え
ば
論
者
は
ポ
ッ

パ
ー
と
同
様
に
、
個
の
理
性
と
責
任
を
忽
せ
に
し
な
い
開
か
れ
た
政
治
原

理
に
よ
る
社
会
秩
序
形
成
こ
そ
文
明
と
未
来
の
原
動
力
だ
と
認
め
る
．
し

た
が
っ
て
国
体
論
と
い
う
閉
じ
た
政
治
原
理
の
負
の
側
面
を
強
く
批
判
し

つ
つ
、
同
時
に
国
体
論
に
は
国
家
社
会
へ
の
安
定
感
と
帰
属
感
を
約
束
す

る
政
治
的
機
能
が
あ
り
は
し
な
か
っ
た
か
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
急
激
な

歴
史
社
会
変
動
と
帝
国
主
義
的
国
際
環
境
の
中
で
、
近
代
日
本
が
分
解
的

抗
争
を
免
れ
、
革
命
的
惨
劇
を
招
く
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
国
体

論
に
内
在
す
る
閉
じ
た
政
治
原
理
の
安
定
化
作
用
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
特
殊
な
諸
条
件
を
複

眼
的
に
視
る
こ
と
が
で
き
る
論
者
の
創
造
的
見
解
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
第
二
は
国
体
思
想
、
そ
の
他
の
国
家
主
義
思
想
等
の
近
代
日
本
に
お
け

る
意
味
を
精
神
的
に
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
思
想
・
運
動
の
非

合
理
性
、
非
科
学
性
、
反
民
主
性
を
論
じ
た
も
の
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
い
か
に
神
が
か
り
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま

た
上
か
ら
の
指
導
的
な
面
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
下
か
ら
の
共
鳴
な
し
に

は
国
民
的
広
が
り
で
の
支
持
に
ま
で
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
繰
り
返
す

が
、
開
国
に
よ
る
圧
倒
的
な
外
圧
と
外
来
文
化
の
殺
到
は
日
本
の
旧
体
性

を
崩
壊
さ
せ
、
新
し
い
政
治
経
済
社
会
の
諸
制
度
を
生
ん
だ
が
、
そ
こ
に

生
じ
た
変
動
は
深
刻
か
つ
止
ま
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
旧
体
性
の
中
で

出
生
し
、
育
っ
た
者
に
は
、
諸
々
の
大
変
動
は
国
家
社
会
の
分
解
の
危
機

と
映
じ
、
同
胞
対
立
の
悲
劇
と
感
じ
ら
れ
た
。
国
体
論
そ
の
他
の
国
家
主

義
思
想
は
国
家
社
会
変
動
に
物
怖
じ
し
た
閉
じ
た
精
神
の
現
わ
れ
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
特
定
の
個
人
や
一
部
の
人
び
と
の
間
だ
け
で
な
く
、
支
配
的

精
神
と
な
っ
た
の
は
近
代
日
本
の
歴
史
社
会
的
条
件
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

国
民
的
な
社
会
的
性
格
に
根
ざ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
本
論
文
は
国
体
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論
そ
の
他
の
国
家
主
義
論
を
批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
近
代
日
本
に
か
く

も
不
合
理
な
思
惟
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
支
持
さ
れ
た
精
神
的
基
底
を
ひ
た

む
き
に
追
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
願
わ
く
は
本
論
文
の
論
者
に
よ
り
、
近

い
将
来
、
こ
れ
ら
の
思
想
運
動
の
力
動
の
背
景
で
あ
る
国
民
的
支
持
の
実

態
が
究
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
第
三
に
「
全
体
性
の
神
話
」
と
し
て
非
個
人
主
義
的
な
社
会
主
義
思
想

や
昭
和
維
新
の
思
想
、
あ
る
い
は
非
議
会
主
義
的
思
想
を
と
り
上
げ
、
こ

れ
ら
を
精
神
史
的
方
法
に
よ
り
論
じ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の

こ
と
の
意
味
は
、
か
か
る
思
想
が
前
近
代
的
要
素
を
引
き
ず
っ
て
い
た
と

か
、
非
合
理
的
、
非
民
主
的
で
あ
っ
た
と
し
て
糾
弾
す
る
と
い
う
従
来
と

ら
れ
て
い
た
方
法
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
形
成
、
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
経

緯
を
歴
史
的
、
社
会
的
、
心
理
学
的
に
内
側
か
ら
理
解
し
よ
う
と
努
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
論
文
を
読
む
者
は
、
発
か
れ

た
他
人
の
墓
場
を
見
る
の
で
は
な
く
．
い
ま
な
お
現
代
日
本
人
の
政
治
精

神
に
巣
く
う
病
を
覗
く
思
い
が
し
、
緊
張
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
な
お
、

こ
こ
に
お
い
て
も
将
来
望
む
こ
と
は
、
論
者
に
よ
り
「
全
体
性
の
神
話
」

を
受
容
し
た
国
民
的
レ
ベ
ル
の
実
態
研
究
が
付
け
加
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、

研
究
は
さ
ら
に
一
段
と
重
厚
さ
を
増
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
本
論
文
は
豊
富
な
史
料
に
よ
り
実
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
．
既
述
の
通
り
、
研
究
の
方
法
は
優
れ
た
先
学
の
概
念
、
理
論

に
依
拠
し
て
い
る
が
、
論
老
は
そ
れ
を
消
化
し
、
血
肉
化
し
た
上
で
、
広

く
渉
猟
し
た
史
料
を
適
切
に
駆
使
し
、
近
代
日
本
の
政
治
精
神
を
統
合
的

に
叙
述
し
て
い
る
．
か
く
し
て
完
成
さ
れ
た
本
論
文
の
説
き
き
た
り
、
説

き
去
る
と
こ
ろ
は
具
体
的
で
あ
り
、
躍
動
し
て
お
り
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で

あ
り
、
時
に
は
詩
的
で
す
ら
あ
る
。
テ
ー
マ
を
懐
深
く
抱
え
．
焦
ら
ず
に

そ
の
醸
酵
を
待
ち
、
思
索
を
つ
づ
け
て
き
た
学
究
だ
け
が
達
成
し
え
る
労

作
で
あ
る
。

W
　
結
　
語

　
国
体
思
想
お
よ
び
国
家
主
義
思
想
は
近
代
日
本
に
お
い
て
絶
対
的
、
支

配
的
な
思
想
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
戦
後
に
あ
っ
て
は
、
敗
戦
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ソ
と
し
て
そ
れ
ら
は
断
罪
さ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
神
が
か
り
的
、

非
科
学
的
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
こ
う
し
た
思
想
を
断
罪
す
る
こ
と
は

容
易
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
由
と
民
主
主
義
を
抑
圧
し
た
専
制
支
配
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
怨
み
を
こ
め
て
弾
劾
す
る
こ
と
は
、
な
お
易
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
断
罪
、
弾
劾
を
し
て
も
、
そ
の
思
想
が
戦
前
戦
中
期
に
お

い
て
国
民
的
支
持
を
得
て
い
た
と
い
う
事
実
は
い
か
ん
と
も
な
し
が
た
い
。

国
体
論
を
し
て
支
配
的
思
想
た
ら
し
め
た
精
神
的
基
底
の
解
明
の
試
み
は

皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
述
の
ご
と
き
優
れ
た
る
独
自
性
を

備
え
た
大
作
の
出
現
は
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
金
字
塔

と
い
え
よ
う
。
よ
っ
て
本
論
文
は
博
士
（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の

学
位
に
相
当
す
る
も
の
と
判
断
す
る
次
第
で
あ
る
。
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